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『単位スポーツ少年団における障がいのある子どもの
参加実態調査報告書』

・調査目的

日本スポ ー ツ少年団では、団員の加入および
、

継続活動の充実を図っていたが、これまで、スポ ー ツ少年 単位スポー ク少匁聞における

障がいのある予Eもの.加費．． 賓
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団における障がいのある子どもの参加状況の把握が課題であったo 本調査では障がいのある子どもの

参加状況・指導状況を把握し、障がいのある子どもの加入促進を図る方策を検討することを目的とした0 司会
・調査概要

調査期間 2014年6～9月
調査対象予備調査によって抽出された25道府県の単位団215団体

有効回収数は78団（回収率36.3%)
調査方法郵送法による質問紙調査

主な調査結果

障がいのある子どものスポ ーツ少年団への参加実態調査
最も多いのは 「発達障がい」

圃障がいの種類は『発違障がb、』が最も多く5 %、次いで 『聴覚障がし、
『肢体不自由』12.0%、 『知的障がい』9.3%、 『障がいの種類がわからない』は21.3%。

障がいの種類をみると、「発達障がい」

が最も多く 54.7%であった。次いで、

「聴覚障がい」18.7%、「肢体不自由」

12.0%、「知的障がい」9.3%であった。

「障がいの種類がわからない」が21.3%

であった。聴覚障がい、肢体不自由、音声

言語・そしゃく機能障がい、視覚障がい、

内部障がいの割合を合わせた、「身体

障がい」の割合は40.0%となる。（図）

[N=75] 0 
発達障がい
聴覚障がい

肢体不自由
知的障がい

音声言語・そしゃく機能障がい
視覚障がい
内部障がい
精神障がい

障がいの種類がわからない

10 

園障がいのある子どもの参加人数は川が6割強、平均は2.6人。
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図 障がいの種類｛複数回答）

園障がいのある子どもの指導担当者を複数回答でたずねたとこみ 『畳録指導者』が91軌 『障がいのある子ども
の保護者』(16.2%）、 『障がいのない子どもの保護者』(1 0.8%）の順であった。

住民総参加型のスポーツイベント

チャレンジデー 2015
2015年5月27日（水）
全国130市町村から277万人が参加

チャレンジデー2016実施自治体の

募集開始は9月末（予定）

お問い合わせ先［メ川：cday@ssf.or.jp （チャレンジテs 担当）

・調査結果、お問い合わせはこちら

ff$：笹川スポーツ財閉

TOPICS 

笹川スポー ツ研究助成2015

今年度、優れた〈人文 ・ 社会科学領域』の
研究41 件（一般20件、奨励21 件）を支援
しています

0研究のテーマ等はウェブ‘サイトをご貫ください

巨む www.ssf.or.jp 
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スポーツ専門ライブラリ学遊館

スポーツ関連の書籍 ・ 雑誌 ・ 調査報告書
など約6,300冊を所蔵
ウェブサイトから蔵書の検索もできます

。開館日時／月曜日～金曜日
（土・日・祝は休館）9:00～17:00

直面コ03-5545・3303
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